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伊
能
忠
敬
は
、
１
８
１
２（
文
化
９
）

年
７
月
に
芦
屋
か
ら
鐘
崎
に
到
る
海
岸

線
を
測
量
し
た
が
、
測
量
沿
線
の
宿
・

村
々
に
先
触
れ（
事
前
連
絡
）を
出
し
て

支
援
要
請
し
て
い
た
。
先
触
れ
に
は
、

沿
線
の
村
は
、
村
高
・
家
数
・
枝
郷
の

名
称
な
ど
の
書か

き
あ
げ
ち
ょ
う

上
帳
を
提
出
す
る
旨
、

記
さ
れ
て
い
た
。

　
竹
井
文
書（
手
野
村
庄
屋
文
書
）に
こ

の
時
の
書
上
帳
が
２
通
あ
る
。
福
岡
藩
の

測
量
隊
支
援
担
当
者
で
あ
る
付つ

け
ま
わ
し廻
代
官

上
野
小
八
・
山
本
源
助
に
提
出
し
た
書
上

と
、伊
能
忠
敬
に
提
出
し
た
書
上
で
あ
る
。

　

前
者
は
、
表
紙
に「
公
儀
測
量
方
御

領
内
海
辺
測
量
御
用
御
下し

た
し
ら
べ調

子
ニ
付
書

上
」と
あ
り
、
右
肩
に「
此
帳
前
、
御
両

人
様
え
書
上
申
候
分
」と
記
さ
れ
て
い

る
。
公
儀
測
量
方
は
伊
能
測
量
隊
の
こ

と
で
、
付
廻
代
官
が
測
量
沿
線
を
事
前

調
査
し
た
時
、
提
出
し
た
書
上
で
あ
る
。

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
手
野
村

一
、
家
数
六
拾
九
軒

　
　
　
内

　
五
拾
弐
軒　
本
村

　
　

�
但
し
本
村
は
海
辺
よ
り
四
町
程
、
方

角
午う

ま（
南
）の
方
に
引
込
み
居
り
申

し
候
、海
辺
よ
り
相
見
え
申
さ
ず
候
。

　
拾
五
軒　
枝
郷
小
塀

　
　

�

但
し
海
辺
よ
り
五
町
程
、
方
角
未

（
南
西
）の
方
に
引
込
み
居
り
申
し

候
、
海
辺
よ
り
相
見
え
申
さ
ず
候
。

　
弐
軒　
枝
郷
薬
師
堂

　
　

�

但
し
海
辺
よ
り
六
町
程
、
方
角
未ひ

つ
じ

（
南
西
）の
方
に
引
込
み
居
り
申
し

候
、
海
辺
よ
り
相
見
え
申
さ
ず
候
。

一
、
村�

抱（
村
域
）東
西
九
町
三
拾
間
、

南
北
五
拾
八
町
。

一
、
本�

村
家
居（
集
落
）東
西
五
町
、
南

北
弐
町
。

一
、
海�

辺
八
町
程　

松
原
村
堺
よ
り
内

浦
村
堺
迄
。
但
し
波
打
際
、
大

汐
の
節
も
可
也
に
通
路
自
由
。

一
、
居
村
よ
り
海
辺
迄
四
町
程
。

一
、
庵い

お
り　

壱
ヶ
寺　

但
し
内
浦
村
英
霊

山
浄
土
宗
長
源
寺
末
寺
長
寿
庵
、
海
辺

よ
り
相
見
え
申
さ
ず
候
。

一
、
社や

し
ろ　

二
社

　
　
　
内

　
　
大
国
神　
一
社　
神
主
安
部
宮
内

　
　
　

�

但
し
社や

し
ろ
し
と
ぎ
ぜ
ん

粢
前
と
申
す
処
に
之
有

り
候
。
神
殿
壱
間
四
方
、
弐
間

に
壱
間
半
拝
殿
有
り
、
藁わ

ら
ぶ
き葺

。

海
辺
よ
り
見
え
申
さ
ず
候
。

　
　
薬
師
如
来　
一
社　
神
主
同
人

　
　
　

�

但
し
社
薬
師
谷
と
申
す
処
に
之

有
り
候
。
神
殿
弐
間
に
壱
間
半
、

拝
殿
無
し
、
藁
葺
。
海
辺
よ
り

相
見
え
申
さ
ず
候
。

一
、
当�
村
隣
村　

内
浦
村
家
居
迄
凡お

よ
そ

五

町
程
。松
原
村
家
居
迄
凡
拾
町
余
。

一
、
遠�

山
見
渡　

内
浦
村
抱
海
蔵
寺
山

（
湯
川
山
）方
角
西
、
凡
壱
里
余
。

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
羽
山　
健
一

古
文
書
で
探
る
庶
民
の
く
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―  

手
野
村
書
上   

―

一
、
当�

村
抱
大
山　
方
角
南
、
凡
壱
里
余

右
書
上
申
し
候
通
り
に
御
座
候
己
上

手
野
村
庄
屋
竹
井
甚
三
郎

　
文
化
九
年
五
月

上
野
小
八
様

山
本
源
助
様

　

こ
の
書
上
に
は
手
野
村
の
略
図
が
添

付
さ
れ
て
い
る
。

　

伊
能
忠
敬
が
岡
垣
町
の
海
岸
線
を
測

量
し
た
時
、
測
量
隊
は
19
名
で
、
測
量

は
忠
敬
他
４
名
の
幕
臣
、
内
弟
子
３
名
、

測
量
助
手
２
名
の
計
10
名
で
あ
っ
た
。
福

岡
藩
か
ら
の
付
き
添
い
は
、
付
廻
代
官

の
上
野
小
八
・
山
本
源
助
、
山
家
宿
代

官
原
左
太
夫
、
浦
方
下
役
青
柳
勝
次（
種

信
）・
山
田
卯
平
、
郡
方
下
役
２
名
で
あ

る
。
遠
賀
郡
か
ら
の
付
き
添
い
庄
屋
は
４

名
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
、
遠
賀
郡
住
民
の

測
量
隊
へ
の
支
援
は
、
間
接
的
な
分
を
含

め
れ
ば
、
１
日
約
500
人
と
推
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く ▲竹井文書（手野村庄屋文書）
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